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開議 午後１時００分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  皆様、こんにちは。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「第３９号議案 平成２５年度

豊能町一般会計補正予算の件」を議題とい

たします。 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  ７番・永並啓です。 

  それでは、第３９号議案に対する質疑を

させていただきます。 

  まず、何点かあるんですが、双葉保育所

跡地というものは、東地域においては一等

地になるかなというふうに思っております。

郷土資料館以外にどのような活用方法を検

討されてきたのか。それで郷土資料館とす

るならば、どのようなものを展示されるの

か。それと特徴的な展示物はどういったも

のがあるのかお聞かせください。 

  続きまして、家賃補助３０万円というも

のが含まれております。私は３月の当初予

算の原案に反対いたしました。修正案を出

させていただいております。その理由とし

まして、町長自身が消費税のアップする前

に定住化の対策をしたいと言っておきなが

ら、今年度の当初予算ですね、そこにはそ

ういった対策の予算が何ひとつ入っていな

かったわけですね。豊能町の人口というも

のは毎年減少してます。人口増加というも

のは、多分誰しもが望む大命題であります。

それが当初予算から３カ月という短い期間

が経過した今、たった5,０００円の家賃補

助を行いたいと補正予算を今回組まれてお

ります。どうしてもその施策が行き当たり

ばったりなのかなというふうにしか見受け

られません。その理由について、何が町長

の意思を変化させたのかお聞かせください。 

  それと、この定住化対策、もちろん何と

かしなければいけない。これはもう全員の

思い。先ほども言いました。対策を練らな

いといけない。施策を出すからには綿密な

調査というものがされたと思います。それ

でこの施策の、家賃補助ですから、対象と

なるのは他市町村に住む２０代から５０代、

現役世代が対象になるんじゃないかなと考

えます。ではその方たちにアンケートなど

の調査をされたのか。調査をされたなら、

どこの市町村に対して、どのくらいの人数

に対して何回ぐらい調査をしたのかお聞か

せください。 

  それと、5,０００円という金額ですね。

私はどうもこの金額について、なぜ5,００

０円なのかなというところがあるんですね。

その金額はどういった理由で決められたの

かもお聞かせください。 

  以上よろしくお願いします。 

  それと、あとですね、町長、全員協議会

のときもそうですけど、定住化対策をする

のになぜこんなに反論され、批判されるの

かわからないみたいな答弁されましたね。

これ、３月かの委員会でも同じようなこと

あったんですよ。それは医療費の、中学生

までの拡大のときですね。医療費、拡大す

るんだからいいじゃないかみたいな答弁さ

れるんですね。やはり我々も、綿密に調査

されて納得できるような施策、政策になっ

て出てきてるんであれば何も指摘すること

ないんです。でもそこの段階が不十分だか

ら指摘してるんで、何か答えに詰まるとそ

こら辺を、そういったようなすりかえみた

いな答弁をされるのはやめていただきたい
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ということをお願いしておきます。 

  以上で１回目の質疑を終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  永並議員の御質疑にお答えいたします。 

  まず、旧双葉保育所の活用方法で、ほか

に郷土資料館以外にどんな原案があったの

かというところですが、平成２３年１１月

でまとめました、検討しておる部分では、

農林商工課からは直販所として利用したい

というところと、あと環境施設組合が書庫

として利用したいという案がございました。 

  それから、郷土資料館の特徴的なものと

いうことですが、常設の展示室、これはこ

れまでの農具や民具を中心とした民族展示

室でございますが、その中に豊能町で生息

しております淡水魚の資料、それから余野

十三仏の等身大というか、１分の１のレプ

リカ、それから余野城、本城の模型を展示

する計画です。 

  それから、これまでの文化財を生かす展

示をするというのみでなく、体験や実演等

を通じて史料に触れていただくということ

で、特別展示室、今のところ仮で、広さを

確保するために２階ということで設定して

おりますが、こちらのほうでは史料を使用

しまして、臼すり器具それから縄ない器具、

それから俵あみ、それから土器・石器の製

作等のメニューを用意して、実演をしなが

ら皆さんに触れていただける展示にしたい

と思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  永並議員の質疑についてお答えいたしま

す。 

  まず、今回出させていただいた理由とい

たしましては、昨年１２月に、「とよの」

に住もう！と銘打ってチラシをつくり、住

宅展示場や不動産業者、大阪ふるさと暮ら

し情報センターなどを回るとともに、広報

１月号には、帰省中の方々を対象に、転入

促進に向けた折り込みを入れ、ホームペー

ジにも町内の不動産情報を載せるなど、転

入促進と転出の抑制を図ってきましたけれ

ども、ことし３月末の人口動態を見ると、

一月で１０９人の減少となり、また平成２

４年度１年間で５２５人の減少と、人口流

出に歯どめがかかっていなかったと、こう

いったこともございましたので、この事態

を見るまでは多少なりともこの取り組みで

効果があると期待しておりましたけれども、

当初予算において、今回お願いしているよ

うな助成金制度を見送りましたけれども、

３月末の現在の人口動態を受けて、緊急に

次の対策が必要であるということで、今回、

補助をさせていただいたというところでご

ざいます。 

  この内容につきましては、御存じのとお

り、一つは固定資産税相当額の一部助成、

こちらにつきましては１０万円を限度で、

実質固定資産税、新築の方につきましては、

ケースによっては実質全額建物の分は免除

になるような形のものと。それともう一つ

は、先ほどお話出てますような子育て世帯、

家賃一部助成ということで、一月5,０００

円というような形でとらせていただいてお

ります。 

  次に、調査ということでございますけれ

ども、こちらにつきましては、大阪市内の

不動産業者等に聞きましたところ、豊能町

内の家賃というのは非常に安いということ

で、魅力があるというような御意見もいた

だいたということでございます。 
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  あと、金額についてでございますけれど

も、先ほどの固定資産税相当額の一部助成

の意味合いと、もう一つは、豊能町の家賃

というのは比較的廉価でございますので、

この5,０００円でも一定の効果があるので

はないかと。5,０００円というよりは、こ

ういうことを打つことによってＰＲ効果が

見込めるのではないかということで、今回、

上程させていただいた次第でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  まず郷土資料館ですけど、出てきたアイ

デアが直販所と書庫と郷土資料館というこ

とですね。やっぱりアイデア乏しいですよ

ね。一応、東地域の豊能町の窓口というか、

役場の隣にもあるし、国道にも面してます

し、何かいろいろと、私は今後の展開みた

いなものが図れる場所だと思ってるんです。

これから防災に対する意識も強まってくる。

それで、福祉に関しても高齢化とともに福

祉の拠点となる場所も必要になってくる。

もっと僕は活用方法があると思ってるんで

すね。今おっしゃられた郷土資料館、特に、

他市町村にもどこにでもあるんですよ。い

ろいろなとこに。よく道の駅とかに古い、

自分とこの置いてるとこありますね。道の

駅やったら、他市町村の人らが通りがかり

に寄るから触れることができるんですね。

でも今回豊能町でつくるのは、明らかに他

市町村の人はターゲットにしてない。豊能

町内の子どもたちをターゲットにしている。

それでわざわざ西地域からやと、来るのに

バスか何かの移動を使わなければいけない。

それやったら高山のコミュニティセンター

ありますよね。そこで集めてしたほうが、

そこも活用するほうが盛り上がるんじゃな

いかなと。何か同じようなものが２カ所点

在、ばらばらにすることの意味がわからな

いですね。 

  それでまた、一個これは提案ですけど、

郷土資料館、文化財とかであるならば、例

えば西地域、東地域の各学校の空き教室に

一部展示させてもらう。そして子どもたち

にそれを紹介し合う。ほかの地域の学校か

ら来た子どもたちに、子どもたちが説明す

る。そうすることによって自分たちの歴史

を学ぶことができるし、教えるということ

はすごい教育的にもいいものですから、そ

ういったことにもつながる。いろいろな、

何か活用方法ってほかにもいろいろ広がっ

てくるんですよ。でもそれが郷土資料館と

いうものを、ほかにもどこにもあるんです

けど、それでぽんとつくってしまうと、僕

は何か１回行って終わりのような場所にな

ってしまうような気がします。これは私の

意見ですけども。 

  じゃあ他市町村、今後もし郷土資料館そ

こへつくると、多分永久に豊能町において

その旧双葉保育所の場所は郷土資料館にな

ると思います。そこら辺を考えたのか。近

隣の郷土資料館の状況等も踏まえて、これ

からも何十年盛り上がっていくであろうと

思って考えて出されたのか、まずその点に

関してお聞きします。 

  あと、家賃補助の件ですけど、若干、や

っぱりしんどいですよね。要するに町長は、

１月に、１月かな、「とよの」に住もう！

というチラシと、主に豊能町内でしか配布

されない広報紙でのＰＲ、それとホームペ

ージでの掲載、したので、毎年４００人近

く減少している人口流出に、１２月か１月

の時点で歯どめがかかると思ってたという

ことですよね。それが３月の結果を見ると、

例年よりも１００人も多い５００人も減少

している。だから対策をとらないといけな

い。というふうに考えたということでいい
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んですね。それだけ一応確認させていただ

きます。 

  さらに加えて、本当は１２月の段階でも

多分減少ってしてると思うんですよ。年間

５００人ぐらい減ってるんであれば、２０

０人ぐらい減ってると思うんですね。そう

したら、言いかえると、１月の、町長が今

言われたホームページへの掲載、チラシの

配布、広報紙でのあれで４００人プラス２

００人の６００人が入ってくる、それも３

カ月の間に、それが入ってくるというふう

に考えられたということになるんです。そ

れができると思われたから、下げどまると

いうふうに理解できるんですけど、そこら

辺の考えを再度お聞かせください。お願い

します。 

  それと、5,０００円という金額ですね。

この金額、ＰＲになるんじゃないかって言

いますけど、若干、かなり疑問があります。

というのは賃貸契約において5,０００円と

いうものは、賃貸業者との交渉で幾らでも

安くなるんです。5,０００円から１万円と

いうのは。それぐらいのレベルです。つま

り5,０００円の補助があっても、借り主が、

ここ5,０００円の補助があるから豊能町に

住もうかという意思決定にはつながらない。

来る人は、もともと豊能町に住もうと考え

ている人。その人たちに、ついでに5,００

０円もらえるわ、ラッキーって、こういう

人なんだと僕は思うんですよ。これ同じよ

うなこと、二世帯住宅助成金でもありまし

たね、過去に。そのときも数千万円をかけ

て家を建てようとしてるんだから、そうい

った方たちは綿密な計画を立ててると。た

った１０万円程度の補助金でわざわざ豊能

町に家を建てようという人はいないよと言

ったにもかかわらず実行されました。結局

そうでしたよね。もう建てようとしている

人に、ちょっと豊能町からお祝い金みたい

な形で補助金が出たような形になっている。

そういった結果なんです。そういった反省、

過去において豊能町が行ってきた事業に対

する反省を踏まえて今回の施策を決めたの

か。そういった反省はどこに生きているの

かお聞かせください。 

  それと、私が町長にどのような調査をし

たかを聞いてるのは、不動産業者じゃない

んです。不動産業者の方に豊能町に来てく

ださいって言うわけじゃないですよね。豊

能町に借りてもらう本当のターゲット。何

でもそうですよ。ターゲットに聞かないと。

ターゲットの間の人に聞いても正確な情報

は得られないですよ。だからそこら辺の質

疑の意味をちゃんと理解して答えてくださ

い。対象となる２０代から５０代の現役世

代の方たちに、他市町村に住んでる方たち

に、実際にどのくらいの家賃であれば来ま

すかとか、そういったことを聞かれたのか。

その結果の5,０００円だったのかって僕は

思いたいんですけど、それを聞いてるので

お聞かせください。 

  そうですね、とりあえず以上で２回目を

終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  永並議員の御質疑にお答えいたします。 

  まず、旧双葉保育所を求めて郷土資料館

を移転したいという提案をさせていただい

た理由なんですけれども、御意見としては、

永久にどう使う目的で持っていくのかとい

うところなんですけども、私ども現資料館

の展示スペースが、だんだん、だんだんこ

う狭くなってきて、今後、地域から文化財

等を寄贈なりで収集しようとしても、もう

これ以上収納するスペースが、もう展示で

きない状態で、ただ単なる倉庫になりつつ
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あるというところで、きちっとやはり資料

館の機能をもう一度再配置することによっ

て、展示するということがきちっとできる

場所ということで、旧双葉保育所を希望さ

せていただきました。 

  それと、先ほども申したかもしれないん

ですけども、これまでも展示物を見学する

っていうものだけでなしに、やっぱり実習

体験を常時していただけるようにというこ

とで、特別展示室を設けて、その中心に、

図面でもありますように、昭和時代の家庭

用品等も収集しておりますので、仮称です

が昭和の間ということで、懐かしい風景を

配置して、実習しながらそちらのほうで、

いえば見学なり休憩をしていただくスペー

スをということで設けておりまして、この

施設を拠点としまして、よりふるさと豊能

町、愛していただける施設、展示に努めて

まいりたいと思ってまして、さらに、１回

だけでなしに何回も通っていただけるよう

に、展示物も順番に、全部一遍には広げら

れませんので、順番にまた配置を変えてい

って、新たにもう一度行ってみようか、今

回はこういうのを展示してるということで、

行ってみようかということで、リピーター

として豊能町が誇れるものに、誇れる文化、

これまでのその生活文化というものを見て

いただけるもの。それプラス豊能町の、ふ

るさとを愛していただける心を育てるため

の、豊能町独自のものを中心に展示させて

いただきたいと思ってます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  簡潔にお願いします。 

○教育次長（今中泰行君） 

  はい、よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まず１点目でございますけれども、この

効果についてなんですが、今回私どもやら

せていただきましたのは、不動産の情報、

これインターネットで見れるような形にし

て、全国どこからでも見れるようにさせて

いただいたということと、もう一つは、こ

れ住宅展示場、そこに回らせていただいて、

それぞれのメーカーの方にも宣伝をさせて

いただいたということで、そこからその展

示場の方が理解いただければ、そこからも

営業というか、効果、ＰＲ効果は広まって

いくのではないかということも思っており

まして、一定の効果があるかとは思ってお

りました。 

  それと、もう１点、5,０００円の話でご

ざいますけれども、こちらにつきましても、

豊能町の家賃は一定廉価であるということ

と、これをつくることによって今回、その

不動産業者さんともいろいろ連携をさせて

いただいておるんですけれども、そういっ

た中で不動産業者さんも宣伝していただく

ことになれば、より効果が上がるというふ

うなことで思っております。 

  それと、現役所帯に聞かれたのかという

ことにつきましても、こちらにつきまして

は、大阪市内のその不動産の会社の方に、

どういった、市内の方はどれぐらいの家賃

のことを考えてはるのかということでした

ので、そういう形で聞きましたけれども、

直接はその現役所帯という方からは聞いて

はおりません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  まず郷土資料館。近隣の運営状況を調べ

てたらお聞かせください。多分、結構経っ

てるところもあると思います。昔からある



 

 4－8 

とこいっぱいありますから。そこで、もう

すごい盛り上がってると、その場所で。そ

のまちを盛り上げるためにもう郷土資料館

は欠かせないんだ、ぐらいのところがある

ならお聞かせください。とりあえずそうい

ったものは調べられたのかお聞かせくださ

い。やはり先ほどの説明聞いてましても、

その資料館としては目玉がないと思うんで

すよ。昭和ですよね。昭和の展示物。どっ

かの家庭にいったらまだ持って、使っては

る人いますよ。昭和の電化製品なんかは。

やはり特別展示室を強調されますけど、そ

れはそれで僕ほかにできる場所って幾らで

もあると思います。展示室、本当に価値あ

るものじゃないんであれば、ちょっとした

前のね、昭和２０年、二、三十年前のもの

を展示するんであれば、いろいろなところ

に、懐かしんでもらうんやったら、もっと

目の届くところに置くべきやと思いますよ。

例えばハイキングに妙見山行きますよね。

それで能勢電鉄とタイアップして駅に並べ

たりすることもいいと思います。そうした

ら、ああ昔、我々世代のときに使ってたわ

っていうて、そこで懐かしんでもらえる。

今の発想やと、なぜか郷土資料館に足を運

んでもらえるっていう認識がすごいあるよ

うな気がします。でも多分ないですよ。僕

そこの前提が大きく違うと思います。本当

に懐かしんでもらう、知ってもらうんであ

れば、駅であったり公民館の一角であった

り学校の一室であったり。目に触れるとこ

ろに、お金かけずともさらなる効果を上げ

るとこって幾らでもあると思います。僕は

もっと考えるべきやと思います。それで、

一等地であるところはほかのもっと効果的

なものをじっくり考えて。豊能町全体に箱

物ってこれから空いてくるんですよ、建物

って。それを、ここではこういうことをし

て、豊能町の福祉の拠点にするんだ。ここ

の部分は、旧吉川幼稚園もありますよね、

西地域に。そこは教育の拠点にするんだ。

何かそういったビジョンを持った上で郷土

資料館ならわかるんです。でもそれは全く

ない中で、書庫と直販所と郷土資料館で、

郷土資料館というのは、余りにもお粗末か

なと思いますが、じゃあ質疑のところは、

他市町村のそういった昔からされてるとこ

ありますから、そういった状況をどのよう

に、どのくらい確認されて、現在どういう

状況でなっているかをお聞かせください。 

  それと、家賃補助の件ですね。やはり調

査というのは不動産業者に行ってもしょう

がないですよ。不動産業者って、ちょっと

前、「一目でわかる「とよの」の教育」っ

て教育委員会出してるんですよ。それも不

動産業者に回ってるんです。効果あったん

ですかね。あったら減ってますよね。下げ

どまってますよね。ないんですよ。そのと

きも答弁では、不動産屋さんからはすごい

感謝されました。こんな資料が欲しかった

って言ってました、言われました。言うん

ですよ。何でも欲しいから。提供できる情

報なんて何でも欲しいんです。少しでもあ

るほうがいい。なぜなら、１件でも多く契

約したいから。 

  それで町長、住宅展示場っていいますけ

どね、いつも言ってますけど、相手の立場

になって考えてみてください。その人たち

が何で町長のために営業してくれるんです

か。豊能町で家建てたら、その担当者に何

かメリットあるんですか。ないですよ。借

りるにしても買うにしても何にしてもない

ですよ。そんなもんですよ。そうしたらよ

り高いところをＰＲしますよ。それやった

ら町長なんだから、誰しもが行く住宅展示

場じゃなくて、社のトップに行ってくださ

いよ。メーカーのトップに。それで豊能町

では家を建てたらこんだけ負担しますよと
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いうようなことをすれば、それは下におり

てきますよ。それを売れば、その担当者の

成績に上がるんだから。今の町長の、一般

の人も行く、一般の人が触れ合う立場の人

に言ったところで誰も紹介しませんて。だ

から僕そこの経営感覚というのは、ちょっ

と正直疑問符がついてしまうんですよ。だ

からぜひともそういうったところにＰＲす

るんであれば、町長という立場ですから。

豊能町の代表ですから。そこに、社のトッ

プに行って話を、僕はしてきていただきた

い。これはもう今後の要望ですけどね。 

  あと、やはり5,０００円という金額は、

やはり見直す必要があります。廉価であっ

ても5,０００円だったら何の魅力も感じな

い。それで今、算定されたのは、今、不動

産業者が抱えている物件がそれくらいある

から３０万円ということをおっしゃってま

した。やはりＰＲするんであれば、極端に

いうと僕、1,０００万円、2,０００万円使

ってもいいと思います。調査してですよ。

どのくらいの額やったら豊能町に住んでも

らえるのか。６万円、７万円の豊能町の家

賃いっぱいありますよね。そうしたら半分

ぐらい負担して、それやったら豊能町に住

んでもいいよという声があるんやったら、

一時的に期間限定でも、どかんと突っ込ん

で、住民税でとんとんとなるぐらいのこと

をしていかないと人口増加って、流出って、

歯どめかかれへんのですよ。僕はもっとこ

れは念入りに計画して、当初予算でも出さ

れなかって、３カ月たって結果悪かったか

らとりあえず家賃補助やってみますみたい

なもんじゃなく、僕はもっと綿密に計画す

るもんやと思います。そうしないと悪い評

判だけが残ります。やったけど失敗だった。

やったら成功に導くように、できる限りの

ことをしないといけないと思いますから、

そういった考えはございませんか。そこだ

けお聞かせください。 

  以上で終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  中味はいいから簡潔に聞かれたことだけ。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  はい。永並議員の質疑にお答えします。 

  資料館の移転構想もありまして、近隣、

大きなところでは府立弥生文化博物館から、

近隣の資料館等、何点か視察を生涯学習課

のほうでさせていただいたんですけれども、

本町の資料館が収納している郷土史料等で、

目的というか、似通ってる施設と申します

のが、美山かやぶき郷土資料館。それから

春日郷土資料館。それからお隣の猪名川の

悠久の館。こちらは多田銀銅山ゆかりの展

示物なんですけれども、大体一番入場者の

多いのがかやぶき郷土資料館で、年間2,０

００人。それから、猪名川悠久の館で年間

８００人、春日郷土資料館で年間５００人

ということで、博物館級の大きな施設です

と、学芸員が常に常駐してて、説明を十分

できるという運営は行ってるんですけれど

も、それぞれの施設、そうではないので、

いえば国宝級の展示はできないんですけれ

ども、それぞれ人員も少ない中、館の工夫

でそれぞれが努力されている姿を見てまい

っております。来館者が、十分努力をして

もなかなか伸びてこないというのが、それ

ぞれの共通認識であるということで、それ

ぞれからは聞き取っておる状態です。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほどのお答えですけれども、私といた
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しましては庁内でも検討させていただいて、

これでいこうということで考えました。綿

密な計画ということも一方必要かとは思い

ますけれども、ただ、すぐにやっていくと

いうこともありますので、その辺バランス

を考えながら今後、前へ進めてまいりたい

と思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございませんか。 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  ２点、お尋ねいたします。 

  一つは郷土資料館です。郷土資料館に関

しまして、私自身２０年前から、現資料館

は非常に何かしら、半分物置化してるし、

資料館としてもったいない使い方してるの

で、やはりあの場所を充実させてほしいと。

まあ、そのまま流れてきまして、ついここ

近年ですね、とうとういよいよあの資料館

の上に、屋根の上に穴が開きまして、今後

どうするのかというときに旧双葉保育所を

使いたいというふうな御答弁をこの場でい

ただいてるんですけども、逆にお尋ねした

いんですけども、これまで行政のほうは、

もし旧双葉保育所でないとしたら、ほかに

どのような場所を考えていたのか。郷土資

料館の今後につきまして。私自身は旧双葉

保育所というようなお返事をいただいてま

したので、そういう、今草ぼうぼうの状態

ですから、使い方もあるなと思ってますけ

ども、１点これ、郷土資料館、ほかの場所

としてどこか考えてる場所があったんなら

ば、お答えお願いいたします。 

  それと、家賃補助、要するに住マイル助

成事業につきましてお尋ねします。これは

行政の姿勢としてお尋ねいたします。 

  本来これは、もう十分御承知でしょうけ

ど、新規事業です。当初予算に出てくるべ

きことです。それがなぜ出てこないで補正

かというのは、非常に私自身、ここ何年か

の議員経験の中では初めてのことです。ど

うしてかというような質疑、今も永並議員

も質疑してましたけども、町長のほうは、

この３月、４月の人口流出、合計ですね。

１年間の、要するに減った人口は５２５名。

これは緊急事態だということで予算をとら

れたと思うんですが、緊急事態ですか、こ

れ。私は行政の緊急事態という発想、定義、

非常にそこに疑問を持ってます。ですから

これをまず１点お答えください。この先何

年、何かにつけ緊急事態、緊急事態。緊急

事態という言葉を持ち出せば何でもやっぱ

り議会の予算通っていくような、そういう

ふうな、非常に失礼ですけど、そういうふ

うなお考えを持ってるんじゃないかなと思

いますので、これはきちっと説明していた

だきたい。 

  それともう１点、１年間で減った人口が

５２５名です。当然、豊能町は高齢化が進

んでますね。亡くなった方は約２０２名。

ということは、３２０名の方が出てるわけ

です。その中身をお尋ねしますと、進学、

就職、結婚。これ大規模開発した豊能町の

まちの成熟度からいったら、当たり前のこ

とじゃないですか。この当たり前の流出、

人口減の中で、なぜ、さっきの質疑に戻り

ますけども、緊急事態というふうな言葉を

使われるのか。豊能町のこの先の人口のそ

の動きをどう思っているのか。 

  以上３点お尋ねいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  秋元議員の御質疑にお答えします。 

  ほかの場所の候補があったのかというと

ころなんですけども、確認いたしましたと
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ころ、現在の郷土資料館から移転先を探し

てはいたんですけども、具体に挙がったの

がもう旧双葉保育所跡地が初めてでござい

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  一つでございますけれども、今回この６

月補正ということでなりましたことについ

ては、私どもとしては早急に対応させてい

ただきたかったという思いで予算を、こう

いった形になってしまいまして、それにつ

きましては今後またこういったことがない

ような形で考えてまいりたいと思いますが、

ただ、やはり少しでも早く動きたかったと

いったこともございましたので、こういっ

たことになったということでございます。 

  もう一つでございますけれども、豊能町

の人口、今の人口流出の形態ということで、

一つは先ほどおっしゃったように、進学、

就職、結婚と。私どもとしては、その結婚

を契機にこちらに戻ってきていただける方

が、と思ってということで考えております。 

  それと、人口の動きでございますけれど

も、やはりこれ、豊能町だけに限らず、日

本全国高齢化、人口減少ということで、な

かなか人口の動きとしては厳しい状況では

ないかというふうに認識しております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  町長、緊急事態、取り消された。今の質

疑、緊急事態の話、定義あって、取り消さ

れたのですか、今。早急に対応するという

こと、取り消さんのかどうか、ちょっと。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  すぐに取り組みたいということで、私と

しては、今後、消費税も上がるということ

もありましたので、そういったことも考え

合わせると緊急に取り組むべきことだとい

うことでやらせていただきました。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  先に、郷土資料館のほうにいたします。 

  私自身、何で郷土資料館、熱心にという

か、しつこく、あの現在の場所を何とかし

ろ、何とかしろって言ってきたのには理由

があります。それは、単に昔のものを並べ

てるだけではなくて、今のこの時代、高齢

社会、要するに福祉の施策、回想法、そう

いったとこで非常に結びつきが注目されて

います。これは議会でも視察しております。

そういった意味で私は福祉に役に立つ郷土

資料館になるんじゃないかなということで、

これに関しては歴代の館長さん何人か、や

はりそういった貸し出しの中で動いてくだ

さってます。そしてまた東西の交流の場所

としてなるんじゃないかと。しかし、それ

は非常にあそこは手狭であるということも

あわせて、何とかしてほしいいうふうに私

は言ってきたんですね。言ってきたつもり

でございます。今、旧双葉保育所しか上が

らなかった、計画の中では。例えば高山で

すとか、そういうふうなお考えなどはなか

ったんでしょうか。これは、私が高山がい

いということを言ってるわけじゃなくて、

やはりこれまでの経緯の中で、きちっとし

てあそこになったということ、やはり説明

してほしいなと思いますので、お願いしま

す。 

  それと、住マイル助成ですね。私がお尋

ねしたかったのは、町長、町長の思いはわ

かります。早急に対応したかったと。少し
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でも早く動きたかったと。それは何につけ

ても同じじゃありませんか。いろいろな住

民の要望が、これから先、今回は違います

よ。上がってきたときに、もっともだなと

いったときに、いや、すぐ動いてあげたい

と。これ緊急事態です。一日も早く動いて

ほしいと。例えばこっち側が言ったとき、

町長はそこに判断があるはずです。一日も

早く動きたい、そうしたい。だけどもとい

う。そのだけどもというところの中で、私

はさっき言いましたけど、これは当初予算

の新規事業に当たるものです。その新規事

業に当たるものが一日も早く何とかしたい。

少しでも何とかしたい、早く動きたい。そ

ういう思いだけで予算を使って、税金を使

っていいんですかという質疑なんです。こ

こおわかりいただけますでしょうか。 

  それと、しかも、今言いましたように大

規模開発です。豊能町の人口は減ってきま

す。これやむを得ない事情です。誰が悪い、

豊能町が悪いんじゃなくて、そこに住んで

る人が悪いわけじゃなくて、大規模開発と

一つの宿命になってるんです。ですから言

いましたように、進学ですとか就職とか結

婚です。町長は結婚した人にもう一度帰っ

てきてほしいのがこの施策だとさっきおっ

しゃいましたね。それはこの施策にどうい

うふうに結びつくのかもよくわからないん

ですね。その説明も含めまして、やはり当

初予算ではなく一日も早くという思いだけ

で、この豊能町はこういう形で企画が上が

り、そして予算、税金が使われていくのか

いうとこに私は心配をしてるとこです。で

すからもう一遍、町長の御答弁お願いいた

します。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  秋元議員の御質疑にお答えいたします。 

  まず、高山の案がなかったのかというこ

となんですけれども、まず私どもは現在の

資料館、雨漏りという難点を抱えて、どう

したものかというところでおったところな

んですけれども、まず、移転先を探すとい

うよりも、旧双葉保育所の有効活用をどう

するかという発想から始まっておりまして、

移転先を何カ所も想定して絞り込んだとい

うよりも、旧双葉保育所の再活用というこ

とで提案させていただいたものでございま

す。 

  それと、さらに史料収集の拠点として、

逆に町立の図書館の展示とか、それから高

山コミュニティセンターへの展示貸出の整

理、それから収納する拠点とさせていただ

く予定でございました。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まずは当初予算にやるべきではなかった

かということでございますけれども、こち

らにつきましては、私どもといたしまして

は、一定１２月に実施したことと、今回の

人口流出の状況、それともう一つは消費税

ということもございまして、こういった形

で今回補正をさせていただいたというよう

な状況でございます。 

  それと、結婚ということについてなんで

すけれども、こちらは、とよので住マイル

助成といいますのは大きく二つございまし

て、住宅取得または増築したものと民間賃

貸住宅への転入者ということで、結婚を契

機に住宅を取得されるということは、これ

は多い動機でございます。それと、あとは

やはり新たな一戸建てに住みたいというよ
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うなことも大きな思いもあろうかと思って

おります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  郷土資料館につきましては、わかりまし

た。もう教育現場の方は重々、郷土資料館

の活用方法についてはいろいろなとこの情

報を集めておると思いますし、福祉のこと

ですとか観光ですとか、東西の拠点ですと

か、そういった方面でやはり今後も住民を

交えた活動を活発化していってほしいです

し、確かにあの資料館は住民の動きの中で

できた資料館だと私は、今の資料館がそう

いう形で、豊能町のやっぱりいろいろな協

働的なものをなくしてはいけないというこ

とで、動きの中であのようにしてできたと

いうふうに聞いてますので、ぜひそういう

ふうな携わった住民の思いを今後も広げて

いってほしいと思います。この件につきま

してはもう終わらせていただきます。 

  やはり納得というか理解できないのが、

私がお聞きしてるのは、３度にわたってお

聞きしてますのは、一日も早くしたい、一

日も何とかしたいというのは、豊能町の住

民の中、いろいろな思いを持って行政にお

願いしている部分もいっぱいあるんですよ。

その一日も早くという町長のお考えですね。

そこの基準をお尋ねしてるんです。今言っ

てましたように、うちの町は大規模開発で

すから人口は減っていくんです。そういう

予測が立っていたらば、これは何も緊急に

何とかしなくちゃいけないって話じゃなか

ったはずです。豊能町の人口が減っていく

ことは十分御存じなわけですよね、御承知

なわけですよ。豊能町だけじゃないんです、

日本全国で。日本全体的に人口は減ってい

くんですよ。その中で今やはりどのように

していこうかというのは、各自治体が悩ん

でいることなんです。つい１カ月、２カ月

前に、思ったより人口が減ってしまったと。

じゃあ何とかしようと。一日も早く何とか

しようといって動くような予算ですかって

聞いてるんです、私。町の緊急、要するに

一日も早い、何とかしたいという基準が一

体どこにあるんですか。しかも当初予算と

いう新規事業をきちっと説明する場があり

ながら、それも通り越して何とかしたい。

ですから今後もこの町は、一日も早く何と

かしたいっていうふうな、そういう判断に

基づいて、他の予算も出てくることですか。

お尋ねいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、繰り返しになっ

てしまうんですけれども、消費税が９月の

契約までであれば５％、４月完成であれば

５％というような、こういった期限もござ

いましたので、今回のとよので住マイル助

成というのは、住宅を取得された方につき

ましては固定資産税相当額一部助成という

ことで、実質、場合によっては全額、住宅

については固定資産税の免除になるという

ようなそういう制度でもございましたので、

今回そういったこともございまして、早く、

一刻も早くやるべきではないかということ

で、今回上げさせていただいたところでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ２点についてお伺いいたします。 

  ３０万円の補助の件でお伺いしますが、
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町長は昨年の町長選挙に出られた公約に、

まちづくり課を新設します。その中で、空

き家対策、移住・住み替え支援機構の活用。

国等の補助金を最大限活用していくという

ふうに、豊能町の活性化に向けてこのよう

に書いておられるんですけれども、緊急に

今回はとられたんですけれども、そのお考

えになっているまちづくり課を新設して、

その中でっていう方向が全く見えてないの

で、この点はどのようにお考えなのかお聞

かせ願いたいと思います。 

  それと、それがまず１点目で、二つ目で

すけれども、郷土資料館については場所は

いいところであるので、目立つ場所という

ことで問題はないと思うんですけれども、

今後そこの場所を、旧双葉保育所をすると

いうことでは、今後魅力ある資料館をどの

ようにしてＰＲしていくのか。そのところ

はお考えですか。この２点についてひとま

ず１回目お伺いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  高尾議員の御質疑についてお答えいたし

ます。 

  公約の中で掲げていた、仮称ですけれど

も、まちづくり課ということでございます

けれども、こちらにつきましては、空き家、

空き地につきましてプロジェクトチームを

組んで、庁舎を横断する形で、関係する部

署入っていただいて検討しているところで

ございまして、今回幾つかプロジェクトチ

ーム立ち上げておるんですけれども、そう

いったことも見ながら、来年度には機構と

いうか、実施していく内容に応じた形で機

構もちょっと考えてまいりたいと思ってお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  高尾議員の御質疑にお答えします。 

  まず、魅力ある史料ということで、新し

く考えておりますのは、ただ単に展示する

だけでなしに、農機具であるとか触れて実

演して故郷を感じていただける展示スペー

スということで、特別展示室の構想がござ

いまして、そちらの運営のほうも、町職員

なりスタッフのみならず、構想ではありま

すが、友の会というボランティア組織を募

って、ボランティア運営による工夫で開館

日をできるだけ多くして、実演のほうには

もうスタッフについていただくということ

でお願いできればということで構想してお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  町長、今、答弁されましたですけれども、

一昨日の経済白書で見ますと、今、若い人

たちが不安定雇用が多くて、１９９７年で

すか、その調査以来したことなかったとい

うことで掲載してあったんですけども、不

安定雇用について持ち家志向が８割を切っ

たと。以前は相当高かったいうことだと思

うんですけれども、７9.８％になっている

と。若い人は持ち家じゃなくて賃貸でも構

わないというふうに思いが多くなったとい

う、こういうことで１2.５％というふうに

掲載してありましたけれども、こういう経

済環境を考慮して、住民の若い人の気持ち

も変わってきたというふうになってるんで

すけれども、そういうことも含めて、豊能

町は大阪の一番北のほう、能勢電鉄はある

という、そういう交通機関はあるけれども、
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やはり高い、交通機関としては高い料金、

こういうところで一番時間が大阪までは５

０分というふうになってきて、そういうこ

とがやはり一番大きな、やはりここから出

て行かれる要素が大きいんじゃないかとい

うふうに思うんですね。さっき、結婚、大

学やいろいろありますけれども、それでリ

ターン、Ｉターンというのはなかなか今ま

でも、そういうことを求められてきたんで

すけど、なかなか難しい点があります。そ

ういう方向で対策をとるいうことがまず大

事かなと私思ってるんですけど、一つの対

策として人口増ということでとられたのは、

それはそれで、小さいけれども悪く思って

はいないんですけれども、一つ根本的なそ

ういう問題があるというところを踏まえて、

もうちょっと慎重に考えていただくほうが

いいんじゃないかと思うんですね。能勢電

鉄のエクスプレスなどをもっと活用できる

ような、増便ですか、そういうようなこと

で早くお勤め先に行けるとか、そういう条

件がやっぱり一番大きい。交通費がかかる。

そういうところで空き家対策、そういう魅

力あるいうことになるのかどうか、町長の

考えておられることがね。その辺をもっと

慎重に練っていったほうがいいと思います

が、その点はいかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  議員がおっしゃっているように、さまざ

まな要素、都心から少し電車でかかります

とか、またそういった要素もあります。ま

た、逆に考えると遠いがゆえに分譲地が安

いとか、そういったこともありますので、

そういったことも総合的に考えまして、豊

能町の長所・短所を含めまして御指摘のよ

うに総合的に考えて、今後考えてまいりた

いと思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  いろいろな要素があるということでござ

いますけれども、やはり若い人にとりまし

ては、大きなお金を持ついうことは、今は

なかなかできないと。ですから分譲住宅買

うにしても、その一つの、最初に要るお金

がなかなかないと。親がいらっしゃったら、

そのところでの援助はあるということなん

でしょうけども、この定住化促進での、こ

のとよので住マイル助成、これは国の補助

金を最大限生かすというようなことになる

んですか。それちょっとお聞きして、３回

目で終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  固定資産税相当額ということにつきまし

ては、今、新築について、たしか１２０平

米以下のものについて半額国のほうから補

助金、補助金というか減額されてるという

制度が実際ございまして、私ども、それに

今回固定資産税相当額を一部助成すること

によって、実質建物の固定資産税について

は負担ゼロになるというような考え方です

ので、そういった意味では一定、この国の

制度も活用できているのかなと思ってます。 

（発言する者あり） 

  あと、子育て世帯の家賃補助、こちらに

つきましては補助金は入っておりません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございますか。 
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  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  私から２点ほど質疑させていただきます。 

  地域活性化事業の中の子育て世帯へのこ

ういう補助については、私は以前からずっ

と一般質問でやってきましたし、定住化さ

すには思い切った施策をしないと人間入ら

んよということを言ってきました。年末に、

今年度予算に間に合うようには一応予算要

望もさせてもらったんですが、そのときに

当初予算でやろうという計画が上がったの

か、なかったのか。これが１点。 

  それと、これは旧双葉保育所の使い方で

すが、平成２３年の１０月に３点しか出て

こなかったというふうに、これはよそから

の分ですよね。教育委員会自身から、中央

公民館にある図書機能をあそこに持ってこ

ようと、手狭になっている、子どもが使い

づらい図書機能を、あそこに図書室として

使おうという案はなかったのか。 

  それと書庫って使うようになってますが、

多分これがもし通れば、今の郷土資料館は

空いて、教育委員会から町のほうに返って

くるわけですから、教育委員会から町のほ

うに返した後のこの使い道なんかは、横の

連携で話し合ったのかどうかというのもち

ょっとこの点２点、お伺いをしときます。

よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  おっしゃられましたように、その家賃補

助等をするべきではないかという御提案い

ただいておりまして、はい、そういったこ

とも考えて、今回ちょっとなったというこ

となんでございますけれども、ただ、その

当初から考えていたかということにつきま

してですけど、一定は検討はしておったん

ですが、まずは今、「とよの」に住もう！

ということで、パンフレットも打たせてい

ただいて、その一定効果が出るかなとは思

ったんですが、一定出なかったということ

もありまして、ちょっとおくればせながら

今回取り組ませていただいたというところ

でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  高橋議員の御質疑にお答えいたします。 

  まず図書館機能の案はなかったのかとい

うところでございますが、これはもう東地

域の図書機能ということで、中央公民館、

もともと教育委員会が事務所として使用し

ておりました部分を、図書室ということで、

年々充実させていただいておりまして、図

書の入れかえも十分行わさせていただいて

おりますので、機能としては十分というこ

とで、案はございませんでした。 

  それと、現在の資料館でございますが、

もう既に半分強は町のいえば保存文書の書

庫として利用させていただいておりまして、

残り半分については、現在、屋根が老朽化

してるというところで、資料館の史料を持

ち出した後はどう使うかというところは、

まだ検討に上がってないという状態でござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  中央公民館の状況を見てみますと、やは

りあふれている、図書を利用しての勉強す

るには、ちょっと手狭なところがあるんで

すよね。そういった、いわゆる子どもたち
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の教育、将来を見据えた教育あげてきます

と、やはり場所の提供というのが非常に重

要になってくるんですよ。そういう面でも

やはりこの双葉保育所の跡地ですね。何て

いいますか、書庫として使うよりも、やは

りそういったものを中に入れて子どもたち

に提供してあげる、グラウンドも広いです

から、グラウンドも同時に使えるというよ

うな機能をぜひとも充実さすべきだったと

思うんですね。ですから、この点において

も結構もう一回考えを聞くのは難しい話で

すが、非常に案を入れてほしかったなとい

うのと、やはり横のつながりが十分してお

ったと思うんですよ。後つながりは、貸し

たけれども後どうするのか。もし跡地でも

使えるのかというようなこと検討もあるで

しょうし、教育委員会が町から借りて使っ

ている建物ですから、これはやはり、返し

た後にどういうふうに使うのかということ

もやっぱり話し合うべきやと思うんですね。

お答えをしてよというのは無理かもしれま

せんね。そういうことなので、できますか。

じゃあひとつよろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  できるかい。 

  暫時休憩します。 

（午後２時０１分 休憩） 

（午後２時０１分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  高橋議員の御質疑に、私が御説明漏れで

ございまして、申しわけございません。 

  実は館の移転構想の中には、今、現に中

央公民館、子どもたち、下校後、保護者が

迎えにくるまで待ち合わせの拠点となって

る部分がございまして、子どもたちがたく

さん寄ってくれるんですけども、図書室が

あふれている状態で、要は本目的よりも時

間待ちで遊びたいという子どもさんもいる

ということは認識しておりまして、中央公

民館の敷地と、それから資料館を構想する

ところと、敷地を通路でつないで、旧双葉

保育所の園庭であるとか、資料館の中の見

学施設に子どもたちも入っていただければ

ということで、今ちょうど中央公民館のほ

うも、子どもたちがあふれる時間帯は、ち

ょっとスタッフのほうが処理に忙しい状態

で、そちらのほうも解決策ということで構

想の中には入っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございますか。 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  橋本です。私からも２点、郷土資料館の

件と、とよので住マイル助成の件でお聞き

します。 

  まず旧双葉保育所の件ですけども、確か

に昔を知るとか、昔に触れるとか、郷土愛

を育むという意味では、郷土資料館という

のは要るなというふうには思ってます。た

だその中で、先ほどあったように、移転先

を探すというよりも旧双葉保育所の有効活

用という観点で郷土資料館となったという

御説明がありましたけども、やっぱり僕こ

こは、決定のプロセスというのに非常に問

題があるんちゃうかなと感じてます。その

中で、やっぱり旧双葉保育所に決定した理

由。ただ単に空いていたからなのか、やっ

ぱりあそこがその郷土資料館という意味で

やるには一番最適やったのかというような

ことで、なぜあそこに決定したかという基

本的な考え方についてお聞きします。 

  それと２点目ですけども、とよので住マ

イルの件。これについても、町長が変わっ
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たから人口流出が簡単にとまるということ

では決してないと思います。多分そんな簡

単な話ではないし、多分これ金額、莫大に

あげても、それで人口がふえるかといって

も、それは非常に疑問なとこもあります。

ただ何もやらないよりはましかなというふ

うには思いますけども、やっぱりその出す

タイミングが悪いということと、やっぱり

インパクトに欠けるというとこはあるかな

というふうに思ってますけども、これ例え

ば家賃補助でも5,０００円という金額設定

されてますけども、これほかのものと組み

合わせて、例えばパッケージでＰＲするみ

たいなＰＲの方法、見せ方の方法、そのあ

たりをどのように考えておられるのかお聞

きします。よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  橋本議員の御質疑にお答えいたします。 

  まず有効活用の観点から、なぜきたとい

うことなんですけれども、決定した考え方

は、現在の資料館、確かに資料館の看板は

あるんですけれども、資料館へ行きたいん

だけどもどこにあるか、特に町外から豊能

町に資料館あるというパンフレットを見て

も、どこにあるのかわかりにくかったとい

うことで、御意見をいただいたケースは私

にも伝わってます。旧双葉保育所の場所で

したら、国道沿いにもございますのでわか

りやすくなるだろうというところと、それ

と今の資料館、手狭な状態でこれ以上史料

を収集するともう展示すらできないような

状態なんですけれども、また今後も史料、

寄贈なり預かってくれという御依頼がござ

いましても、もうほとんど収納できない状

態になってきつつありますので、大事な史

料が散逸してしまうおそれがありますので、

さらに収集するためには、やはりもう少し

スペースの広いところというところで、あ

の旧双葉保育所に目をつけさせていただい

たというところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  橋本議員の質疑についてお答えいたしま

す。 

  ＰＲのパッケージということでございま

すけれども、今、ＰＲといたしましては、

一つは、まずは豊能町のメリットですね。

この前、ＮＨＫでも放送していただいたよ

うに、教育環境がいいといったこと。それ

と、不動産を買う人にあたっては、先ほど

の買うときの、こういう固定資産税相当額

ですね。こちらの補助がありますよと。も

う一つは、借りる人にとってもこういった

補助がありますと。こういうメリットを書

くことによって町のＰＲをしつつ、借りた

い人、買いたい人、それぞれに見合った選

択肢が豊能町で打てると、豊能町で実現で

きるということを一つのパンフレットにし

て宣伝してはどうかというふうに考えてお

りました。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今、教育次長おっしゃったとおり、多分

立地的には国道沿いですごくいい場所だと、

それも十分わかります。ただ、だから、郷

土資料館でいいのかというのが一つ疑問な

んですよね。そんだけ目立ったところにあ

る、わかりやすいところにある。だから郷

土資料館なんだということやったらいいん

ですよ。ただ、先ほどからずっと何回もの
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説明聞いてると、そうじゃなくて、たまた

ま空いてたからあそこにしたみたいなふう

に聞こえるとこがあるんですよね。やっぱ

りそこの、これはもう教育委員会の責任で

はないと思いますけども、最初そこに決め

たのは町部局かもわかりませんけども、や

はりそのあたりはしっかり考えるべきでは

ないかなというふうに思ってます。これは

郷土資料館としては、やっぱり先ほどおっ

しゃったように、今後の史料収集等々を考

えると、手狭なのはわかるし、必要なのも

わかる。ただ、だけど何であそこなんだと

いうのは、やっぱりいまだに、ちょっとも

やもやするというか、非常に疑問やなとい

うふうに思ってます。そのあたり、逆に町

当局から何かあれば、そのあたり教えてい

ただきたいなと思います。 

  あと、次にとよので住マイル助成の件で

すけども、これも先ほども申し上げたよう

に、多分これだけでじゃなくても、ほかの

あらゆる施策打っても、なかなか人口の流

出というのは非常に難しいというのは重々

わかってます。例えば誰が町長をやっても

そこは変わらないかもわからない。ただや

はりその辺の出し方、特に先ほど申し上げ

たそのパッケージの出し方とか、ＰＲの仕

方。もともと豊能町というのはなかなか知

られてないこともあります。私らでもやっ

ぱり、能勢ですよねって言われること多々

ありますし、能勢の町会議員で紹介された

ことも多々あります。やっぱりそういうよ

うなとこで名前を売るということはまず大

事やと思うんですよね。確かに費用対効果

の面もある。ただ、予算の件もあるのは

重々わかりますけども、やはりそのあたり

の出し方、ＰＲの仕方、マスコミへの露出

の仕方というのも非常にやっぱりキーにな

ってくると思うので、その辺はしっかり考

えていただきたいなというふうに思います。 

  そういう観点で、やはり先ほどおっしゃ

っていただいた、今パッケージでと言った

のは、今ある施策に対しての多分パッケー

ジやと思うんですよね。多分もうこれ以上

に、これとプラスしてその報道の仕方も含

めて、どのような工夫をされるのかという

ことが聞きたかったんですけども、今のは

もう既存の施策ありきで、それと並べたよ

うな形で出すということでよかったですか。

よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  旧双葉保育所に決まったというところの、

町長部局からということでございます。こ

の話につきましては、今の郷土資料館が古

くなってきて雨漏りもしておって、どうし

ようかという話と、双葉保育所と東能勢幼

稚園を統合して双葉保育所が空くというこ

とが同時に問題となったというか、議題と

なっておった。そのタイミングがちょうど

ぴったりであったということが、これがも

う一つ、一番大きな要因でございます。そ

のときに、今の郷土資料館にお金を投入し

て改修するということは、ずうたい大き過

ぎまして、木造でもあると、古過ぎるとい

うことで、非常に費用がかかるだろうと。

そうしたら郷土資料館は移転するしかない

わなという話になった。これはもう、そう

です。そのときに、先ほど申し上げたとお

り、保育所と幼稚園の統合、こども園の開

始ということも同時に進んでおりまして、

そうしたら今の双葉保育所、せっかく耐震

化したのに空くじゃないかと、どうしよう

ということと、本当にタイミングがぴった

り合いまして、双葉保育所に郷土資料館を

移そうという話になったというところでご

ざいます。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  ちょっと違いますね。暫時休憩します。 

（午後２時１１分 休憩） 

（午後２時１２分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  答弁をもう一度させていただきます。 

  先ほど申し上げた郷土資料館をどうしよ

うかと、古い建物をどうしようかというこ

とがなっておったのが一つ。それから、こ

ども園を開園しようということで双葉保育

所が空くということになっておったのが一

つ。そのときに、先ほどぴったりタイミン

グが合うたと言いましたのは、農産物の直

売所、これもしようということになってお

りまして、農産物の直売所は１階、資料館

は２階でどうかというような、そんな話が

出ておったというのが私の言いたかったと

ころでございました。直売所につきまして

はもろもろの事情で断念をしたということ

で、そうしたら１階も２階も両方郷土資料

館ということになったということでござい

ます。申しわけございませんでした。 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩します。 

（午後２時１３分 休憩） 

（午後２時１９分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  大変申しわけございませんでした。これ

までの双葉保育所に決まったというプロセ

スでございます。これにつきましては、先

ほども申し上げましたとおり、直販所にし

ようというような構想がございまして、そ

の構想がつぶれた後に郷土資料館にしよう

ということになったものでございます。そ

れにつきましても財源の確保が必要である

ということから、昨年の末ぐらいから、町

長部局と教育委員会部局のほうで協力をし

ながら財源を探しておりましたところ、今

回、当初予算には間に合いませんでしたけ

ども、財源の確保にめどが立ったと、内示

をいただけたということで補正予算を計上

させていただいたというところでございま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほどまさにお話あったように、なかな

か豊能町の知名度も低いというとこもござ

いますので、いろいろな施策を打ちながら

ＰＲを打っていきたいということがござい

ますので、先ほど申されましたように、マ

スコミへの露出といいますか、そういった

ことについては報道、プレスと積極的に図

ってまいりたいと思っております。 

  また、既存のものを今のところは中心に

まとめると。要は既存といいましても、こ

の豊能町の教育環境というのはやはりすば

らしいところがありますので、そういった

ことはもっとＰＲしていって、このパンフ

レットの中に盛り込みながらＰＲできれば、

豊能町のよさも知っていただけるのではな

いかと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  もう最後の質疑なんで簡単にします。郷

土資料館の件については、やっぱり先ほど
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あったように、直売所と兼用でやろうとし

ていた、それもわからんでもないです。た

だ、やっぱりその直売所がぽしゃったって

なったときに、ほんならほんまにこれ郷土

資料館だけでええんやろうかと。多分最終

的な結論は、せっかくなんでもうちょっと

手厚くしようと、１階も２階も使おうとい

うことになったんだと思います。ただ、や

っぱりその時点でほんまはもう一回振り返

るチャンスもあったんちゃうかなと。この

スペースやったら郷土資料館じゃなくて違

うやつのほうがええよなとかいうようなこ

ともあったん違うかなっていうふうには感

じます。そのあたりもやっぱり含めて、や

っぱりその辺の政策なりそういう決定をす

るプロセスというのは十分に慎重にやって

いただきたいなと。ただ、スピード感を持

ってやらないといけないというのも事実や

と思います。その中でやっぱりその判断を

誤らないというのが町長の仕事やと思いま

すので、よろしくお願いしたいなと、答弁

はこれは結構です。 

  とよの住マイル助成の件について、私が

言ってたパッケージというのは、今ある既

存のものではなくて、それこそ新規施策を

このスマイル助成、これはこれで発想とし

ては別にだめやとは思いません。いいと思

うんですよ。ただ金額のインパクトがどう

かというのは思ってますけども、やること

自身はいいと思ってます。ただ、これ以外

にも、本当やったら新たな施策を設けなが

らパッケージで当初予算に盛り込んでやっ

ていく。そうしたら、まだまだもっとしっ

かりした打ち出しができたん違うかなとい

うのは非常に残念やなというふうに感じて

ます。そのあたりはやっぱり出すタイミン

グもしっかりとやっぱり見定めて、多分消

費税が上がるという話についても、これ別

に４月終わってから決まったわけじゃなく

て、まあまあ正式には決まってませんけど

も、もともとめどというのはあったと思い

ます。やはりその辺もかんがみたら、多分

その辺は別に当初予算を組む段階でもある

程度予測できたん違うかなというふうに思

いますので、そのあたりについてもしっか

りやっていただきたいいうふうに思います

ので、特に答弁は結構です。よろしくお願

いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございますか。 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  済みません。郷土資料館のことについて、

旧双葉保育所を使われる予定なんですけど、

この旧園庭はどのように使われるのか。こ

こにはまだちゃんと明記されてないので教

えてください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  今現在、遊具の大半を撤去してしまって

いる園庭なんですけれども、郷土資料館の

構想の中では、大きな寒天釜が今、旧のと

ころにも展示されてるんですけども、あれ

を移設しまして、露天というよりも寒天釜

のあずまやをもう一度つくり直して展示し

たいというところと・・・。 

○議長（福岡邦彬君） 

  園庭の話だけで結構です。 

○教育次長（今中泰行君） 

  はい。そのほかまた、園庭の利用に関し

ては、先ほども中央公民館と通路をつない

で、子どもたちがまた憩える場にもしたい

という思いがございますので、今、具体は、

何を設置するというのは決まってないんで

すけれども、広く開放できる園庭にしたい
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と思っておりますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  この郷土資料館ですね、こちらは例えば、

子どもたちに開放するというのもわかるん

ですけど、やっぱりほかの土地から豊能の

郷土に興味を持って来られる人もいるかも

しれない。そのときに、駐車場とかも考え

なかったのかなと思ったんです。あのフェ

ンスをとっぱらってアスファルトを引いて、

例えば観光バスでも横づけできるようなも

のをつくるとか、そういう発想はなかった

んですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  井川議員の御質疑にお答えいたします。 

  まずは、移転構想の分では、全てを整備

すれば理想的なところになるかもしれない

んですけれども、最小の工事費で行うとい

う前提でございまして、造成工事等は予定

をしておらない、構想の中には入ってなか

ったと、現在の中央公民館の駐車場を御利

用いただくことを想定して計画を練ってま

いりました。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  中央公民館の駐車場ですと、観光バス、

入らないんですよ、頭打ちで。そういうと

ころも考えなかったのかなと、ちょっと思

ったものですから。今後また、この資料館

どこに売り出していくのかというところも

またあれですよね。もちろんその社会科っ

てあるんですかね、授業の中で郷土の教育

に役に立てるというのも一つでしょうし、

また、それだけではもったいないですよ。

せっかくつくられるんですから、やはり豊

能のＰＲにもちゃんと利用していただきた

いですし、またいろいろなところからの子

どもの遠足を受け入れるというのもありだ

と思うんですね。そうなりますとやっぱり

観光バスの駐車場も要るんじゃないですか。

そういうところもこれから考えていってい

ただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  修正動議を出させていただきます。 

  第３９号議案、平成２５年度豊能町一般

会計補正予算に対する修正案を提出したい

と思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ただいま、永並啓議員から第３９号議案

に対する修正動議がございました。 

  動議には１人以上の賛成者が必要です。

永並啓議員の修正動議に賛成の方は起立願

います。 

（賛成者起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  動議に所定の賛成者がおりますので、成

立いたしました。 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  第３９号議案に対して、修正動議を出さ

せていただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ただいま、秋元美智子議員から第３９号

議案に対する修正動議がございました。 
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  動議には１人以上の賛成者が必要です。

秋元美智子議員の修正動議に賛成の方は起

立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  動議に所定の賛成者がおりますので、成

立いたしました。 

  この際、暫時休憩いたします。再開は放

送をもってお知らせいたします。 

（午後２時２８分 休憩） 

（午後３時２５分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  第３９号議案に対し、永並啓議員ほか１

名の議員から、また、秋元美智子議員ほか

１名の議員から、お手元に配付いたしまし

た修正の動議が提出されています。 

  これらの動議は、所定の賛成があります

ので、成立いたしております。 

  したがって、これらの修正案を本件とあ

わせて議題とし、提出者の説明を求めます。 

  はじめに、永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  それでは、お時間をいただきましたので、

第３９号議案の修正案について説明させて

いただきたいと思います。 

  平成２５年６月１２日。 

  豊能町議会議長、福岡邦彬様。 

  発議者、豊能町議会議員、永並啓。同、

山下忠志。 

  第３９号議案 平成２５年度豊能町一般

会計補正予算に対する修正動議。 

  上記の動議を地方自治法第１１５条の２

及び会議規則第１７条第２項の規定により

別紙の修正案を添えて提出します。 

  次のページをお開きください。 

  第３９号議案 平成２５年度豊能町一般

会計補正予算に対する修正案。 

  第３９号議案 平成２５年度豊能町一般

会計補正予算の一部を次のように修正する。 

  第１条中「１９３，５７０千円」を「１

６０，８００千円」に、「６，３３０，５

７０千円」を「６，２９７，８００千円」

に改める。 

  第１表 歳入歳出予算補正の一部を次の

ように改める。 

  次のページをお開きください。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額にそ

れぞれ「１９３，５７０千円」のところを

「１６０，８００千円」というふうに修正

させていただきます。その次のところです

ね。増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ「６，３３０，５７０千円」の

ところを「６，２９７，８００千円」に修

正させていただきます。 

  それでは、修正内容について説明させて

いただきます。 

  まず、歳出のほうからですけど、１０ペ

ージをお開きください。 

  １０ページ、款２・総務費、項１・総務

管理費、目６・企画費、４．地域活性化事

業３０万円ですが、これは、定住化施策と

いうものは必要と考えておりますが、この

事業の対象となるターゲット層に一切ヒア

リングを行っておりません。どんな事業で

もそうですが、事業の成功というものは綿

密な市場調査にあると思います。やはりこ

の、私が聞いた中でもこの5,０００円とい

う金額の家賃補助というのは失笑されたぐ

らい、これで豊能町の人口流出に歯どめが

かかるとは到底考えられませんので、これ

を一旦はゼロにしたい。そしてもっと綿密

に調査をし、本当に意味のある定住化対策

をとっていただくことを期待したいと思い

ます。 

  それともう一つですが、１１ページをお

開きください。 

  款１０・教育費、項５・社会教育費、目
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６・文化財保護費、３．郷土資料館管理事

業3,２４７万円を、これを一旦はゼロにし

たいと思います。これは質疑のところでも

ありましたが、近隣の郷土資料館の現状を

聞いても、伸び悩んでいるのは明らかであ

ります。郷土資料館をつくると、豊能町で

も同様の問題はすぐに起こってきます。そ

して東地域の双葉保育所跡地というものは、

東地域において一等地であります。やはり

こういった施設を活用するのであれば、豊

能町全体の建物ありますね、それの計画を

立ててから、そしてそこに教育の拠点とし

てそれを持ってくる。そういったものであ

るなら話は変わりますが、今は、どうも答

弁を聞いていても、直売所を考えていた。

それがだめになったから結局郷土資料館を

考えた。その以外には書庫としての検討が

あった。余りにも検討の時間、計画がなさ

過ぎます。やはりこういった問題もじっく

り検討することが必要だと考えてますんで、

一旦はゼロにさせていただきたいと思いま

す。 

  歳入のほうですが、８ページ、戻ります

が８ページをお開きください。 

  款１５・府支出金、項２・府補助金、目

９・教育費府補助金、１．府宝くじ社会貢

献広報市町村補助金2,１００万円を、一旦

はゼロという形にします。 

  続きまして、款１８・繰入金、項１・基

金繰入金、目１・財政調整基金繰入金1,１

７７万円を、一旦はゼロにさせていただき

ます。 

  何とぞ御賛同いただけるよう、よろしく

お願いいたします。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  秋元です。 

  第３９号議案 平成２５年度豊能町一般

会計補正予算に対する修正動議を提出させ

ていただきます。 

  読み上げさせていただきます。 

  上記の動議を地方自治法第１１５条の２

及び会議規則第１７条第２項の規定により

別紙の修正案を添えて提出いたします。 

  次ページでございます。 

  修正内容につきましては、第３９号議案

平成２５年度豊能町一般会計補正予算の一

部を次のように修正する。 

  第１条中「１９３，５７０千円」を「１

９３，２７０千円」に、「６，３３０，５

７０千円」を「６，３３０，２７０千円」

に改める。 

  第１表 歳入歳出予算補正の一部を次の

ように改める。 

  第３９号議案、平成２５年度豊能町一般

会計補正予算（第１回）。 

  平成２５年度豊能町一般会計補正予算

（第１回）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算補正） 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額にそ

れぞれ１億９,３２７万円を増額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ６３億３,

０２７万円に。 

  ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並び補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算

補正」による。 

  （地方債の補正） 

  第２条、地方債の追加は、「第２表 地

方債補正」による。 

  平成２５年６月３日提出。 

  というふうに改めさせていただきます。 

  内容につきましては、先ほど、永並議員

のほうからは、ここにございました、とよ

ので住マイル助成の３０万円と、それと郷

土資料館のほうの補正が上がりました。私
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のほうはとよので住マイル助成のほうだけ

でございます。なぜかと申しますと、郷土

資料館のほうには大変大きな補助金がつい

ております。過去、豊能町議会では、補助

金のついた予算を修正して見送ったことが

ございます。その後の補助金に対する町の

活動は大変厳しいことが起こりました。そ

ういうときに私はある面、一面、補助金の

ついた予算の修正に対しては非常に慎重に

ならざるを得ない。今後の豊能町の運営に

対しては、やはりそのあたりをしっかりと

考えていかなくちゃいけないと思ってます。

そして特に田中町長は、やっぱり補助金を

最大限に生かしたまちづくりをしたいとお

っしゃっています。そういった意味からも、

やはり補助金のついた事業につきまして、

私自身大変慎重なところがございます。ま

して郷土資料館のほうは、現在非常に雨漏

りがするなど、一日も早く対応しなくちゃ

いけないとこでございます。そして上がっ

ております旧双葉保育所のところは、御存

じのように、非常にもう草も荒れ果ててお

りますし、やはりあの場所を一日も早く有

効に生かしていただきたい。その有効な生

かし方についてはいろいろ議員のほうから

も御意見ございましたけども、やはり私は

郷土資料館、数年前から、単にこれは教育

史料だけではなくて、福祉とのコラボレー

ション、高齢者福祉の中で非常にそれが役

に立つ大きなツールだということで、大き

な注目を浴びておりますし、この豊能町の

中でもやはりそういった動きもあります。

そういった方々の、また関係者の努力をよ

り発展させていき・・・ 

（発言する者あり） 

○１０番（秋元美智子君） 

  いいえ違います。そういうためにも私は

この郷土資料館の予算は削ってはならない

と思っておりますので、どうかよろしくお

願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより修正案に対する質疑を行います。 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  これおのおのでいいですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並案と秋元案で別々でも結構ですし、

合わせても結構です。 

○１番（橋本謙司君） 

  まず、永並議員のほうから御質疑します。 

  私自身、このとよので住マイル助成とい

うのは、確かにタイミングの話、金額的な

インパクトの話等々問題があると思います

けども、この助成制度そのものはいいとい

うふうに思ってますけども、そのあたり、

これがだめだからもう今後だめだというこ

となのか、いやまあ、先ほどおっしゃった

ようにタイミングと金額的な問題なのか、

そのあたりについてお伺いします。 

  秋元議員のほうについてですけども、確

かに補助金の事業だから慎重にということ

はよくわかりますけども、これ慎重に検討

して、したけどもやっぱりあそこのままで

やるほうがいいというふうに思われる最大

の理由についてお聞きします。よろしくお

願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  それでは、橋本議員の質疑にお答えさせ

ていただきます。 

  これは説明でも言いましたように、豊能

町の定住化施策というのは非常に重要にな

ってまいります。家賃補助というのも一つ

の案だと思います。ただ、その金額が非常

に問題であります。5,０００円という金額

は、質疑でも行いましたが、交渉の中です
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ぐに削減できる金額です。その金額がある

から豊能町に住もうという人はほとんどい

ません。私が聞いた中でも誰もいません。

失笑されたぐらいです。やはり、これは全

ての事業に言えることですが、綿密な市場

調査、対象となるターゲットは２０代から

５０代の現役世代です。しかし、理事者の

答弁では、不動産屋さんには聞いたけど対

象となるターゲットに聞いてないというこ

とです。やはりこれではこの事業は失敗し

てしまいます。やはりこれ、豊能町の定住

化施策を必ず成功させるためには、もっと

大きな花火を上げる必要があると考えてま

すので、調査をした上で金額ももうちょっ

と上げて、私は半額ぐらいでも期間限定で

はいいかなと考えてます。そういって豊能

町の定住化施策として目玉として打ち上げ

る。それで呼び込む。それで住民税ととん

とんになったらいいぐらいの発想で人口増

加をしていかないと難しいと思いますので、

今回は削減させていただきました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  慎重にしたほうがいいというのは、私自

身は議員として、行政のほうが補助金をや

はり確保してきて、そしてやる事業に対し

ては議会としてやはり慎重に、慎重という

ものは、要するに修正してここを削るとい

うことに対しての慎重さを申し上げたつも

りです。ですからその言葉の流れといいま

すのは、先ほど永並議員と私の修正案の違

いのところで触れさせていただきましたの

で、そういった意味で私はやはりこの郷土

資料館は残させていただいたという意味で

ございますので、よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございますか。 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  秋元議員にお聞きしたいんですが、補助

金事業のほう、今回、秋元さんが出された

中には修正されてないですね。せやからこ

れを朗々と述べられるより、私はお聞きし

たいのは、ひょっとしたらそれに聞き入り

まして、修正されたほうの理由を、３０万

円のほうは聞き漏らしたかもわかりません。

それやったら失礼ですけども、ここの理由

をしっかりともう一度お聞かせ願いたいと

思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  ３０万円の予算の修正につきましては、

私自身、永並議員とほとんど考えは同じで

ございます。そういった意味を含めて何が

違うかということで、るる説明させていた

だいたことが、かえって皆様に対して失礼

なことになりまして申しわけございません。

改めて私の考えを、３０万円に対して述べ

させていただきます。 

  もともとこの豊能町の定住化施策のこの

３０万円につきましては、当初予算で私は

出すべきだったと、新規事業でございます。

そして、なぜ新規事業が当初予算かという

と、やはり議会は予算特別委員会始めとし

てきっちりとした審査の場を持っておりま

す。そういった場をやはり利用し、活用し

ていくのが私は行政の姿勢ではないかと思

います。ただ今後いろいろなものもありま

して、やはり緊急ということに対して補正

を組むことも多々出てきますでしょう。し

かしこれは、私はそういうものにそぐわな

いと思ってます。やはり豊能町の今後のま

ちづくり、活性化、定住化、そういうこと

を考えていくならば、やはり現状の、これ
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から豊能町の人口はどう下がるかも、そう

いったことも予測、当然されていたでしょ

うけど、１カ月、２カ月前に５００人減っ

た。うち実際は、３００人の方は、結婚と

か就職とかそういうとこで出ておりますけ

ど、やはりそういうことも含めて、１年間

考えてきたということございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  秋元議員、簡潔にお願いします。 

○１０番（秋元美智子君） 

  ので、先ほど説明漏らしました点、おわ

びいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより第３９号議案及び修正案に対す

る討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  まず、永並啓議員ほか１名の議員から提

出された修正案について採決いたします。 

  本修正案に賛成の方は、起立願います。 

（多数起立８：５） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立多数であります。よって、本修正案

は、可決されました。 

  お諮りいたします。 

  ただいま、永並啓議員ほか１名の議員か

ら提出された修正案が可決されましたこと

から、秋元美智子議員ほか１名の議員から

提出された修正案については、一事不再議

の原則により、議決を要しないものといた

します。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、秋元美智子議員ほか１名の議員

から提出された修正案については、一事不

再議の原則により、議決を要しないものと

決定いたしました。 

  次に、ただいま修正議決した部分を除く

原案について、採決します。 

  修正議決した部分を除く部分について、

賛成の方は、起立願います。 

（多数起立１１：２） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立多数であります。 

  よって、修正議決した部分を除く部分は

原案のとおり可決されました。 

  日程第２「第４号報告 専決処分の報告

の件」の説明を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  それでは、第４号報告、専決処分の報告

の件について御説明申し上げます。 

  地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り、平成２５年５月２２日及び５月３１日

に専決処分いたしました和解及び損害賠償

について、同条第２項の規定により御報告

申し上げます。 

  まず、専決第８号でございます。 

  事故の概要でございますが、平成２５年

５月３日午前１１時ごろ、吉川中学校グラ

ウンドにおいて、吉川中学校野球部の活動

中に部員が打った打球が防球ネットを飛び

越えて相手方所有の家屋に当たり、１階屋

根がわらの一部を損傷させたものでござい

ます。 

  相手方は、豊能町光風台５丁目１０番地

の１、内山秋雄さんです。 

  和解の内容でございますが、町の過失割

合を１００％とし、相手方所有家屋の屋根

がわらの修繕費用１万4,７００円を損害賠
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償金として相手方に支払うもので、平成２

５年５月２２日に和解いたしましたことを

御報告申し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  専決第９号について御報告申し上げます。 

  専決日は平成２５年５月３１日で、相手

方は豊能町希望ヶ丘６丁目１０の７、松原

大助さんでございます。 

  事故の概要ですが、平成２５年４月１９

日の午後４時３０分ごろ、希望ヶ丘６丁目

１０の７付近におきまして建設課職員が支

障木の剪定を実施したところ、木くずが発

生し、塗装工事中であった相手方所有家屋

の壁面などに木くずが付着し、損害を与え

たものでございます。 

  和解の内容といたしましては、町の過失

割合を１００％とし、相手方所有家屋の修

繕料８８万１３６円を損害賠償金として相

手方に支払うものでございます。 

  今後このような事故を起こさないようす

るため、周囲を十分に確認した上で作業を

行うように指導いたしますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

  以上で御報告を終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第３「第４０号議案 動産の取得に

ついて」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  それでは、第４０号議案、動産の取得に

ついて、御説明申し上げます。 

  本件は、消防団の小型動力ポンプ付き積

載車の取得につき、議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第３条に規定する動産の買入れに該当する

ことから、地方自治法第９６条第１項第８

号の規定により議会の議決をお願いするも

のでございます。 

  取得する動産は、小型動力ポンプ付き積

載車１台。契約金額は９６５万7,１９９円。

契約の相手方は、大阪府大阪市住吉区万代

東１丁目５番２２号、小川ポンプ工業株式

会社、代表取締役小河元。契約の方法は指

名競争入札でございます。 

  なお、本件の指名業者数は５社、予定価

格は税別で９６７万1,４０１円。落札価格

は税別で９２０万円でございました。落札

率は９5.１％でございました。 

  説明は以上でございます。御審議の上、

御決定賜りますようよろしくお願い申し上

げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  ４番・岩城です。 

  これはどこの分団に配備されるのかお教

え願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  西本消防長。 

○消防長（西本好美君） 

  分団名は牧分団でございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成
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の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４０号議案は、原案のとおり

可決されました。 

  ここで、暫時休憩いたします。 

（午後３時５０分 休憩） 

（午後４時０５分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第４「第４１号議案 平成２５年度

豊能町一般会計補正予算の件」を議題とい

たします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  それでは、第４１号議案、平成２５年度

豊能町一般会計補正予算の件について御説

明申し上げます。 

  お手元の補正予算書の１ページをお開き

願います。 

  平成２５年度豊能町一般会計補正予算

（第２回）でございます。 

  第１条といたしまして、既定の歳入歳出

予算の総額にそれぞれ３６６万2,０００円

を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ６３億１４６万2,０００円とする

ものでございます。 

  補正の款項の区分及び補正後の歳入歳出

予算の金額は、２ページの「第１表 歳入

歳出予算補正」の記載のとおりでございま

す。 

  それでは、今回の補正内容につきまして

御説明申し上げます。 

  最初に、歳出について御説明申し上げま

す。 

  ７ページをお開き願います。 

  款４・衛生費、項２・清掃費、目１・塵

芥処理費の２．広域ごみ処理事業でござい

ますが、豊能郡環境施設組合の負担金を増

額するものでございます。これは、組合に

おいて美化センター周辺地域の安全化対策

検討業務を行うことによる補正でございま

す。 

  歳出の説明は以上でございます。 

  次に、歳入について御説明申し上げます。 

  ６ページをごらん願います。 

  款１８・繰入金、項１・基金繰入金、目

１・財政調整基金繰入金でございますが、

今回の補正による財源調整として、財政調

整基金を繰り入れるものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４１号議案は、原案のとおり

可決されました。 

  日程第５「第２号議会議案 豊能町議会

基本条例制定の件」を議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  第２号議会議案、豊能町議会基本条例制
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定の件。 

  豊能町議会基本条例を次のように定める。 

  平成２５年６月１２日提出。 

  提出者、豊能町議会議員、高尾靖子。賛

成者、同、山下忠志、同、井川佳子、同、

秋元美智子、同、永並啓、同、竹谷勝、同、

小寺正人。 

  提案理由でございますが、町民に身近な

政府としての豊能町議会及び議員の活動の

活性化及び充実のために必要な議会運営の

基本事項を定めるものである。 

  以下、提出しております資料のとおりで

ございますので、御審議の上御承認いただ

きますように、よろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  今回の第２号議会議案に反対をする討論

を行います。 

  提案理由としては、町民に身近な政府と

しての豊能町議会及び議員の活動の活性化

及び充実のために必要な議会運営の基本事

項を定めると、これはまことにいいんでご

ざいますけれども、条例の中に大事なこと

が抜けておると思います。その２点を取り

上げまして反対の討論とさせていただきま

す。 

  まず第１条の、「この条例は、豊能町民

（以下「町民」という。）」ことになって

おりますけれども、豊能町民というぐあい

にさすれば、外国人であっても豊能町民と

いうことが言われます。これに記載、条例

に記載するには、やはり日本国籍を有する

豊能町に在住する町民というぐあいに、は

っきりと規定しなければならないと思いま

す。 

  それから次に、第５条の第４項、「請願

及び陳情を町民による政策提案と位置付け

る」というぐあいに記載されておりますけ

れども、議会に対する提案は、町長もしく

は議員であり、町民が政策の提案をすると

いうことは絶対にだめだということでござ

いますので、ほかにも多少ありますけれど

も、この２点を例に挙げまして反対の討論

とさせていただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかに討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（多数起立１２：１） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立多数であります。 

  よって、第２号議会議案は、原案のとお

り可決されました。 

  次に移ります、ありますか。 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  動議。 

○議長（福岡邦彬君） 

  動議ですね。 

○１０番（秋元美智子君） 

  はい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ただいま、秋元美智子議員から「慰安婦

は必要だった」とする発言の撤回と謝罪を

求める決議の動議がございました。 

  動議には１人以上の賛成者が必要です。

秋元美智子議員の決議の動議に賛成の方は
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起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  動議に所定の賛成者がおりますので、成

立いたしました。 

  この際、文案をつくりますので、暫時休

憩いたします。再開は放送をもってお知ら

せいたします。 

（午後４時１３分 休憩） 

（午後４時２０分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  お諮りいたします。 

  ただいま秋元美智子議員ほか２名から、

「第３号議会議案 「慰安婦は必要だっ

た」とする発言の撤回と謝罪を求める決議

の件」が提出されました。 

  これを日程に追加し、追加日程第１とし

て議題にしたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、第３号議会議案を日程に追加し、

追加日程第１として議題とすることに決定

しました。 

  追加日程第１「第３号議会議案 「慰安

婦は必要だった」とする発言の撤回と謝罪

を求める決議の件」を議題とします。 

  提出者の説明を求めます。 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  第３号議会議案、議案書を読ませていた

だいて、説明にかえさせていただきます。 

  「慰安婦は必要だった」とする発言の撤

回と謝罪を求める決議の件。 

  上記の議案を別紙のとおり、会議規則第

１４条の規定により提出する。 

  平成２５年６月１２日提出。 

  提出者、豊能町議会議員、秋元美智子。

賛成者、同、高尾靖子、同、井川佳子。 

  提案理由。 

  橋下市長に対し、「慰安婦」は必要だっ

たとする発言を撤回し、国民と諸外国に謝

罪するよう強く要望するものです。 

  「慰安婦は必要だった」とする発言の撤

回と謝罪を求める決議。 

  読ませていただきます。 

  日本維新の会の共同代表である橋下徹大

阪市長は、５月１３日、記者会見で「慰安

婦」の問題について、旧日本軍による強制

性を示す証拠はないと主張し、当時「慰安

婦制度は必要だった」と発言しました。 

  被害者の証言を無視し、「慰安婦制度は

必要だった」とする発言は、これまで苦し

み続けてこられた被害者を深く傷つけたう

え、侮辱に侮辱を重ねたものであり、看過

できない重大な問題です。 

  戦時下での女性への性暴力は、国連人権

委員会など国際的にも人権侵害としており、

いかなる時代の、どのような状況であって

も許してはならないことです。 

  また橋下市長は、沖縄に駐留する米軍海

兵隊司令官に風俗業を活用すべきだと発言

したことを明らかにしました。その後、こ

の発言は取り消し、謝罪したものの、幾重

にも女性の人権と人間の尊厳を踏みにじる

発言を繰り返しています。 

  公人たる橋下市長の「慰安婦」必要論は、

女性だけでなく男性もの人間としての尊厳

を傷つけるもので、国内はもとより韓国、

アメリカなど海外からも大きな怒りと批判

を浴びています。このまま「慰安婦」必要

論に固執し続けることは、基本的人権を尊

重する日本の品格を貶め、さらには諸外国

と日本の友好に大きな影を落とし、将来に

重大な負の影響をもたらしかねません。 

  よって、本町議会は、橋下市長に対し、
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「慰安婦は必要だった」とする発言を撤回

し、国民と諸外国に謝罪するよう強く要望

します。 

  以上、決議します。 

  平成２５年６月１２日、大阪府豊能郡豊

能町議会。 

  以上でございます。よろしくお願いいた

します。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  ８番・竹谷ですけども、ちょっと１点だ

け確認をしたいんですけども、議案書の最

初から読みますね。「日本維新の会の共同

代表である橋下徹大阪市長は、５月１３日、

記者会見で「慰安婦」の問題について」、

次の文面から、「旧日本軍による強制性を

示す証拠はないと主張し」、これは橋下さ

んが言うた言葉ですね。「当時「慰安婦制

度は必要だった」と発言しました。」と。

この旧日本軍による強制性を示す証拠はな

いという部分については、非常に、政府見

解等々も、ここは曖昧な政府見解かなと思

ってるんですけれども、この、ないと主張

するということは、逆に言うたら、政府は

証拠があるというようなことを、この国会

の場で、あるいは外交の場で言っているの

か。その辺ちょっと大事な部分なので、そ

の辺お聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  御存じのように、この旧日本軍による慰

安婦制度というのは、もうかなり以前から、

多分私の記憶で４０年ぐらい前からあった

のないのという議論がさんざんありました。

その後、慰安婦が、やはり自分たちはこう

だったという証言のもと、日本の人たちに

知っていただき、そしてその後、日本のほ

うとしてはいろいろな資料を探した。そし

てその中でこうした資料が出てきたという

ことは、私はかつて新聞記事で読んでござ

います。そしてまた、それだけじゃなくて、

かつて河野さんのときにでも、やはり国と

してのこの謝罪ということをしております

ので、やはりそういった点では、日本とし

てはやはりそれなりの責任があるというの

が一定の態度ではないかと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  この問題は軽々に我々がこうする問題は

非常に影響力もあると思うんですけれども、

国際関係あるいは国会の関係、これまでの

歴史問題、認識も含めて非常に難しい問題

になると思うんですけど、この文面を読む

限りは、橋下さんは、旧日本軍による強制

性を示す証拠はないと主張し、その以降は

いいんですけどね。そういう、ちょっと御

意見がありますので。特に問題なしという

ことでいいですかね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  これはまた橋下市長の発言でもあります

ので、そういう点も含めてよろしくお願い

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 
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  小寺正人でございます。 

  今回は反対の討論とさせていただきます。 

  今回の騒動は、発端は、ぶら下がり記者

会見の中での発言の一部をマスコミが取り

上げたことによって起こりました。本人は

何度も真意を説明してきました。そして釈

明してきましたが、バッシングの様相を呈

してきた事実があります。第二次世界大戦

後の日本は、国民総懺悔の中で欧米崇拝の

思想が支配してきました。多くの日本人が

武士道という世界に誇る道徳観を持ってお

ります。日本人が世界に愛されるナンバー

ワンである、ランクインされているという

ことも承知の事実であります。しかしその

日本人みずからが、自分に自信を持つこと

ができず、長く続いた自虐的思想により、

みずからの文化、みずからの道徳観、みず

からの品格を過度に低く評価してきました。

今回の決議も、橋下市長の真意が十分に伝

わっておらず、過度に自虐的になっている

ように思えます。真意を逸脱し曲解してい

るように思えるのです。もはや決議は必要

なく、この決議に反対いたします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかに討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（多数起立１１：２） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立多数であります。 

  よって、第３号議会議案は、原案のとお

り可決されました。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  田中龍一豊能町長に対する問責決議の動

議を出させていただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ただいま、川上勲議員から田中龍一豊能

町長に対する問責決議の動議がございまし

た。 

  動議には１人以上の賛成者が必要です。 

  川上勲議員の決議の動議に賛成の方は起

立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  動議に所定の賛成者がおりますので、成

立いたしました。 

  この際、暫時休憩いたします。再開は放

送をもってお知らせいたします。 

（午後４時３１分 休憩） 

（午後４時４０分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  お諮りいたします。 

  本日の会議時間は、議事の都合により延

長いたしたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認め、本日の会議時間は延長

されました。 

  お諮りいたします。 

  ただいま、川上勲議員ほか２名から、

「第４号議会議案 田中龍一豊能町長に対

する問責決議の件」が提出されました。 

  これを日程に追加し、追加日程第２とし

て議題にしたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、第４号議会議案を日程に追加し、

追加日程第２として議題とすることに決定
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しました。 

  追加日程第２「第４号議会議案 田中龍

一豊能町長に対する問責決議の件」を議題

といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  それでは、田中龍一豊能町長に対する問

責決議を、第４号議会議案として提案させ

ていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

  なお、提案理由は朗読をもってかえさせ

ていただきます。 

  第４号議会議案、田中龍一豊能町長に対

する問責決議の件。 

  上記の議案を別紙のとおり、会議規則第

１４条の規定により提出する。 

  平成２５年６月１２日提出。 

  提出者、豊能町議会議員、川上勲。賛成

者、同、小寺正人、同、平井政義。 

  提案理由は、次ページで、よろしくお願

いいたします。 

  田中龍一町長は、就任以来、過去２回の

本会議に於いて、議長の再三の注意喚起に

も関わらず、答弁内容の矛盾や行政執行の

責任者としての自覚の欠如、説明責任を果

たさない無責任な態度を取ってきた。 

  今議会に於いても、今までと同様その姿

勢を改めようとはせず、不誠実でその場し

のぎの答弁に終始し、議会との信頼関係を

作りあげていく意思が全く見られない。町

政の両輪の一つである議会に対して、反省

の念を一向に示そうとしない田中町長の態

度をこのまま放置することは、豊能町の住

民に大きな不信感を招き、行政が停滞する

ことは必至である。 

  １．議会制民主主義を無視した議会対応。 

  今回の定例会に於けるエスカレータ改修

についての一般質問においても、質問者の

趣旨を十分に理解せずに答弁をし、抽象的

で不誠実、無責任極まりない答弁を繰り返

した。 

  議長から田中町長に対し、異例ともいえ

る再三の注意喚起が行われたが、全く反省

の念もなく、同様の対応に終始し議会を愚

弄する態度を取り続けている。 

  ２．無責任極まりない高濃度汚染物の対

応。 

  豊能郡環境施設組合の管理者でもある田

中龍一町長は、豊能町内に保管されその期

限があと４か月後の１０月２８日であるに

も拘らず、保管場所からの移設と処理に関

し、抽象的な表現の答弁を繰り返すばかり

であり、解決をしていこうとする具体的な

努力が全く見いだせない。 

  このまま解決がされずに放置をされるな

らば、保管場所の住民はもとより早期解決

を願う能勢・豊能両町の住民を混乱に陥れ

るのは必至である。 

  ３．豊能町の財政についての認識が全く

ない。 

  豊能町の財政推計に関しては、平成３３

年度には財政再生団体に陥るとの報告があ

った。前町長の引継書には、平成２７年度

以降の財政推計を速やかに算定をし、財政

運営方針を示すべきとあるにも拘らずその

認識が全くない。 

  目先の費用対効果のない住民団体の要求

の事業のみであり、所信表明にある歳入増

加策が全く見えてこない。 

  このように、田中龍一町長の不誠実な判

断により、多くの問題点が浮き彫りになっ

てきており、まさに憂慮すべき事態となっ

ている。これでは豊能町の将来展望が全く

望めない。 

  よって、豊能町議会は、上記の事実を示

し、今後このような態度が繰り返されるこ

とのないよう、信頼回復にむけて取り組む
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態度を示されることを強く求めると同時に、

田中龍一町長に猛省を促し、その責任を強

く問うものである。 

  平成２５年６月１２日、大阪府豊能郡豊

能町議会。 

  よろしく御賛同の方、お願いをいたしま

す。以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（多数起立７：６） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立多数であります。 

  よって、第４号議会議案は、原案のとお

り可決されました。 

  お諮りいたします。 

  議会運営委員会、広報特別委員会、及び

議会活性化特別委員会より閉会中の審査申

し出があります。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって閉会中の審査を許可いたします。 

  以上で、本定例会に付された事件は、全

て終了いたしました。 

  よって、会議規則第７条の規定により本

日で閉会したいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、本定例会は、本日で閉会するこ

とに決定いたしました。 

  これで、本日の会議を閉じます。 

  これをもって平成２５年第３回豊能町議

会定例会を閉会いたします。 

  どうも御苦労さんでございました。 

 

閉会 午後４時４７分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

第３９号議案 平成２５年度豊能町一般会計補正予算の件 

第 ４号報告 専決処分の報告の件（和解及び損害賠償額の決定） 

第４０号議案 動産の取得について 

第４１号議案 平成２５年度豊能町一般会計補正予算の件 

第２号議会議案 豊能町議会基本条例制定の件 

第３号議会議案 「慰安婦は必要だった」とする発言の撤回と謝罪を求め 

        る決議の件 

第４号議会議案 田中龍一豊能町長に対する問責決議の件 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員      １３番 

 

        同   １４番 

 

 

 


